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条件むける 11.l家成立のカにブア

也
1ノ／. 
'l 、ノ、見

i二、アブヲ紛争にみる脱地成主義へのJえみ

和！

j,ll,J》1.l；ここの iピアフラ戦争ji土．ii！生かiこ宅lh じ（士

戦争といりものの悲惨さや非人間性を改対して，

そjG どからといって，しかし，めて認識させた。
すくにビ;!Jオ1.j1.,Jlf士、ナイジ「 I）アといえば，

アブリ 1/この iじ-y-,Jラi絞争！を，A,hJ.>At i土，アブラ戦争のことを想いだすc

この戦争l土司 1067年弓月30日‘
大lih1＞－一角で起こず〉た人間の肢かな行為がもたら

「イシ工 l)f,lf[

アフリカ史のした悲劇のひとつであったとし（，
部州政府のオジヲクウ（C.Odumegwu ( )ju！刊川市

．ζージにj：き起すだけでよいであろうか。［ピア：主邦体H)I]カ‘らの分隣・独立と，政長官が，

およそすへ亡1,,,i）ゆる「死のjffi人iをItじいて，7 ラ共和国」（Repuhli，：口fBiafra）の建国を＇ k(「＂；し

の人間i.t,I決争を好んで行なうことはありえなレ。
ぞれを承認Lた＇・、連邦政府とのあ L、fーにて以来、

人［fl]；土まに，戦争という子段に訴えても，し点、 L, おいと1070年 1月までのあいだっ＇）けら jLたじ

自ら山，t{ir＼＇財産を守人なけれ aな（， /( L、：V；況に
/(/J、んすこ〈「ピアブご，Jじf!¥[(l_lv > {tl ( I二

どれはと何回11で悲惨さわ士 ζ， 1ti，~!i：むた

この「ヒ.，.－，ヲ戦争iなるしのふ，

ア！ElI七

対して，

；行かれる三とも ・WJミこ、ある。

-r ｛ジ工リア1£1民カ rJ ,-, をこで，小綜iでf;t'

の生命Iを時u・ ても’：＇fらねばならなかったものが何すでにわがIJ,.Iの〉 γー十月した泊ミと L、うこと（士，

現代のア

7 リカ諸国が内包してL、る矛盾につL、て考察した

し、と思う c

であ Bfこのかを明んかにするとともに，
リズムに上って浪i草されたと＿；＿；りである。

それカミI,'') 1,、かなる場所におし、て行な戦争は，

それは必ず人間生命の存在そのもわれようとも，

それゆえにこそ，戦争のを否定するものであり，

たどえいかなる理由があんうど非人間的行為［土，

行為として非難さるべきものである。

ぞれにもかかわらず，現実には， ここで，わたくしは 19β7年当時，東部州政府の／
 、r4t

 
しかし，

どの上うなtえー思想オゴコケゥ軍政長官が，yている L,ドシ十や中東におL、ても戦争は起こ

にもど， ; ＇、： •lrtf!l,J,i,!(}J分離・独立を主5長ずるIビァーノヲ単k争！ と［トf（王ナイゴょ 1）γにお＼、てt、

そのuょ；ーが
i主席政府によ》て示認されなかった理由につL、て

考察する。

すジュクゥは， 1969年に『ビアフラ』と題する

-）さに，i二L、／.：づfこかをIYJ「〉かにし宅れる事態が発生したのは事実であら。

このような戦争とし、う事態の発生し

われわれは，いったし、何を考たことに直而して，

え，／i司を’手びとることができるのであろう力。

それでは，
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;,;c~見集を／I \l~,i したが、こ ;jLIよ‘ かれのjι也i.&ffl:./1'/i'. 
する弓えできわめて重要な資料である I ] •0 

心。j1.1 lノと述 Jくて， アソリカ白身が，そのイデオ

口ギーを生みださなければ、ならないことを強調す

-, 
'<0 0 刀、れは，その演説ifの序文の冒頭におし、て‘？

生時代J二-,i；：，，、fこ1il論文山 富/jをづltllしつ’ヘ HtL-1::tlli

にはいわゆふ仙11'.:t也（t'Jtょ：l問自主均‘f子｛Eナふこと， で

そし C，オジュクゥ自身は， ［平等の力学」

（凶1ualのnamism)(. I 5 Jというイヂオ υギーを提唱

L ご，＜~ Jパザr.t:(1也出」状！忠と 11，値上り也 L誌をひと している。

, i cl J映像として持t)d ド｝ける粘悼の状態のことで ところで，かれは，このイデオロギーを提唱す

あると述じい、る 1,,I 2～さらに，かれは，今i！の るにあたり，ナイジ工リアにおいては， i直民地時

アフ，；力制誌においては、 そ山ほとんどがすでに 11;;から？日にし、たるまで，形式的には国家として

独立をど達成し， 旧宗主i設からのさまさまな彫饗は の統」性は存在したけれども，実質的には， fこと

！）＇五時的には，交けることがなくなラたのであるか えば東古111十！と北部外iのあいだには，あらゆる,i.'，（でー

九， j斗；i.;r！） よ・'yT.ιt/U(J也［内状mれま＼，i:1ヤイf：台：しな 不平等な状態が温存されてきたのであり， その意

い什どとい与 t；えがんるように足、われるが， その 味から統一両家としてのナイジエリアは，単なる

たえはF洪りであって， jjirJ(l也的な半占卒中止ねf1Ht，ノ7 1位惚にすぎなかったとJ旨f高している（バ6）。

11 (I) J’ブ 11 I; w肝11Jk.:tsL、ても依然として存在しっ それでは，オジュクゥは統 A国家としての条件

-, : r C L‘ると町摘しごい心のであるし :l）。 をどのようなものと符えていたのであろうか。

二，｝） よらな〆＇ iiカt二汁す今現状ぷ議にもと，) その点に－－）＼、て、かれは， つぎの条件を指摘し

いて、オ／ユケ 11Iよ /fーブリカの4ミ米iよ， アブ 1) ごいと与（.I7＼すなわち，

カ〆人自身が， Jとの植民地的な精神構造を克服する ( 1) 共通の， または類似した文化および社会制

ための能力を持むうる－；，，百元‘にかかっている。そ 皮

;/Iノゆえにう ;' : ）力人が厳宿なi意味iこ:t;L、て人1g1 12) 同土のいかなる；場j芳にftH主してし、ても， 寸

となり，点に白出な人IMJとなるためにiします主主 ／.：，ぐの住民が平等の権利と義務を保有すると

初Jにラ／p;/t61 i,rc1〕心理学的能力が欠如しこャ心こ いう共通のIn-民権

とを理解し，しかるのち，かれの敵 それはJ、 (3）慣習法と共通の司法制度

主だに悌［l-(i也時代の主人である を自覚し‘新 (4) 共通の選挙制度

情民地主義の実態と、 それが内包してし、ふ有害性 (5i 訟の七とにおける平等の市民権

色居リ，もしも， それを見のが jh .－）ばかれを版 (6) 財産の取得， および同：iてのいかなる地域に

減させるに違し、tn、と考えられる害恵、を征版する おし、ても居住しうる権利

Jこめに、 ただ七に大胆な子段を講すべきなのであ (7) 国内のし、かなる地域においても雇用されう

るc そこで，わたくしは、アブリカ人Jト人間を動 る平等な権利

かさずにはおかないよヲなアフリ力的イテオ口千 (8) 生命ど財産を守るための平等な権利

一合生み、 それにもとづいて近代的国家主了建設す

る二どが1可能になるまでのあL、ど77，；与人は弔

そのjl[!）立かん脱什iすることはなレであんうと二台え

これまで述べてきたところから，オジュク＜＇；；抗

L、わゆる新核民地主義および植民地主義に対して

う
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ヨ』ー口、ソ干i）／ム条件のひと／）と fよる。（2）従来から，Xt決；する！おき〉をあくまでもそれらを排除し，は，

アフリカ人は白治能力に欠けてし、るノ、にJs＇，、－c,なかlvfくナイジェ現(Eのアフリカ，示しつつ，

十イジエリアiij 

l(1:t, i' I 人のiιi家を立vKに統治することによって，

Lにのようよiヨ一日ヅノご（／） γアリカトこ対する偏見

をHw主L/( fJればならIi,、。

とL、ろ見方が支配的であったが，新倍民地主義者に上る経済的枠

モil

アブ I) )J 人がし、まなお｝’自民j色的広情争l1h~fj:ij tr:. 

取が行なわれつつあるという i淳、識に if.. ） し

は，

l）アにおいても，

｜；互i家としてのナイシ~Lければ，連邦政府は，

自らしり fよアオ：I c¥C －乞f:IJ/iI L ( 1，、

ないためであると乃えていたことが防ji＇，品ミにな

Jルー
’～。

持ちつ’〉けて，

それr リーfが現実に存在することを前提として，

発展させることこそがアブリカ人のれ

¥f,(;i8)Jにつレてなされてきたヨ一日ツ♂パによるtlii1

見をうち破るために必要なことを主’ぶしてきたの

を維持L,アア！） }] に才Jけるおi告白

その誇）Jに一片抗宇る

オジュク Iうは，

民地主主千干の進出を排除し，

つまり，

アフリな人内身がイプ TII !f"ーを生み

「j「ヲを武安しなければtr九ないとして

ためにl士、

オJ 二Lク

tある。

これまでの叙述から明らかなように，

どして、

「平等の力芋Jといよ｝イデオ口一千ーを d11':11F'iLて＇・＇

たのである。 ．弘子Fするすイジエリア連邦共和凶企紘一!-J417 fl, 

ft.U）統

11！’jてとするfこめ卜V-＇；干の力学」とシう fヂ寸 p 弐

家とはみ仕きないとL、う i'1fi提iこーウ：4 「亡、l司：tn土境恨のし、かんに土日て／iX:主たちかtd士、

flU）統よとのフミ't'.£子iiJ'.i犬定されるのではなく，

～をL'H故させなけhばならなし、と主張したのであ一方： f-f,' （＇.、る ；）•;,fかによ品性が存在すること

連邦政l{f；士、現存する十イジ T ！） γ ノコが、 {tlt lj, 11,,, lrくt:

I、（＇・存：） ) )J 

ぺて成百が決定されるも（／Jでようと3土L,

も今日までの、1イジエリアにtsL、ては 1「ジi土続机l’家であるとする認識を前提と Lて，

rケウ (I）提Iii'¥・・j-る ｛；＂寸 tvγーの 1*用をあくまで

十tfi訂したのであるり

あらゆる；rll1fでJ；さ／J：品百L治、＇i学」が貝i殻せず，
I, I_, -,'-
n‘」ぺー新植民地主義は，そのため，じて＇・パた。

オジコケ rJt'.連邦政府当局とのあ三Lハ！、うiこ，の勢力の拡大と侵攻を行なうことができたとtl'rl'lii

~ff’fするトイジコ 1) -yを統一iヰ家とみB、，， ＇’；＿＇ 
" 1- ＼、－ ,,,... , するc

決定的とも L、ろべなすか;i;：かどいう点に ：／＇3L、て，オジ τクゥ Hir(n主民－96 t:三人しfこカト〉て？

その結論的にし、えば，そして，き対立があ＇）た。かれが挺明した l平年｝(/) ）］＇γj i土奇11i1'iによleば，

Iうな域状認識の対立がオジコケゥを Lて東部外iャハ f:j' ’だ~＼fη なイーy民地主義に対抗するためれ，

オーロギーであるといえ土う。 面他山連邦体制からの分離・独立へと 1｛月虫、わせ，

連邦政府をして東郊外！の分離・独立を阻止

させる校拠となったといえよう。

三♂）工うにしご「ビアブラ戦争jは起こ J ，たが、

ーff乙このようなオジュケゥの主口l弘二対してう

つきのよ行，1見解ーをl:ltイ、しエリ rC)J皇）＼；政府は，

およそ 2{f 7カ）！のあい／三序在した結果的には，ずな；j)tコ・ 111 1- : s _L 11 r iよ、れ 1
0 たのであるf

t~ けで「 l~－－アブラ共和同j は消滅してしま＇）た。人ii加その｜司土面i防に J 八、てはも仁ろんしつこと，

オージュケゥ

「イゾし夕、なる社会的基盤のうえに立／》て，

三こにL、た J pて問題となることは，

1子、

槻におし、てもブヲゾ ＞_r .ァつり力では lit大のもし！）

それは今後の経済発足にと－，てノ1Jを有しており，
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て IJアの｜河京としての紘一性；二年r；る民法的とも
いうへき民間を tJl,T；するようにか yたのかとレう

二とであるつ '.;t五Jすれば，オ＞ -1.ケゥが白九1;1:1日

:_ ,t－＿ 「平等の力学」ど Lぺrr:1家）JX,江戸子 Fイロへー

；上‘ どの i う id:L~＇：＇.帝王i斉 i'r-J状 i\l を背；；じこし＼

！「；JtさHeざた、ハかと L、.－，二と C:,h ノ：，--

このとう t.d/¥J思，it’sと！Jるなされるのは τ たとえば

）；塚久雄教i交もすでに指flたされていふ仁うに，！ι
守、といろ J 、き j,，）〕／；込 IC t C, :2_-i L !-l体（1')f（摂史的’T

I古：を＿q’に ~j ひた民衆f人そしてまたそ ，J) ぶかに f訴

えだっすくれた諸個人の頭脳の1；み jこしたL、｝，，ff

'riH中的産物j( I 9 Iであり、 ［歴史上に見出される

-~ tさヒ；＇（＿忠， :f:1__1.（／）悩｝ll土， L i工Ll工特殊/r,Jに 7仁

川河会｜府！廷にすよ－JJっき， そう Lたれ令会的英it主に

！；｝：恨i宗く；＼，IJ約さ｛l，：，ととιに？ 7主た百二ミ（10宇
↑irj）推干名子進h誌を，-Ji>、i.t Jr11止し日比L、；ょ1｝主jJttゐと

ごんしIJ副念的ふ ）］としC11二）flj I '10 よるしのとと

えらjL づ；，泊、人てあG。ずふA>t>, 忠、！よれしぶ、す、

1江山！？評史i/JJiヒびti:ニミ的状況を鮮lりJ,こ投i；としたも

山九：山であり， I "]Ii寺に主た，大111]1},j リj数民円八

業を叶 I)Al ；し 'r上会思危＼v）発11'1史lt電 社会心，，イi

J正やそしりJlj_!,1,山二IYIするあるひと〆 ＇，｝1_1，ι官、が， 11_'1；紋
［内lこf戊i1¥L姶伊ょする！？主,J.:なのではない :c：ーのfiJ’,l,

におい二 111tt ~!. J－るさまさ上な：｛（！L＇.、；ぺ官、}J.tJ）闘どf:

の居史であ i）ぅ Ill L斥lj古；ニ対するおしν利害山府

議の歴史℃あい‘ :tた既得利益を保持しようとす

る努力と？ これじ対して新しL火、j,cf主＠llの利益

乞二回長L' ぞの市民権を獲得しようとずる労力と

の争いの歴史」 LI l l)なのである。

したが•）て， このような考えにひっ／よらt工、寸

ジJ ケ内が「平等の力学」と」、う ffオリ千一企

位Iii"¥した三とlょう まさに、 既；仔ーの［j;J家概念じり作品ll

においては解決する二とのでき／（，，、11:J屈が， 十 f

,_;; r_ I）アtこ.t3 '. ・ -c 1主起し /) ，－）どい -Pたih下Urノjミすも

のであり、 同H寺にまた，それは，ナイジェ I｝アに

,t；ける民組民地主義（すなわち，民族解放）選尉jの

展開過程においては解決されえなかった問題を掘

竹起こし， それのf¥/.決を迫ったものであサたとい

;j ,41；工t;.ら；＇；＿＿ ', '0 

L六、かえふか.－，ば， オJ ユケ Eクi土，！jらのイテ

ィー口一千ーを提示すらことによって， ナイ／工 1）ア

v) 1ズ槌民地主義運動が内包していた統－－1,..J家の建

誌に対？る無力さと限界とを告発したのであり，

それに内在してきた-1＇后を鮮やかに摘出したのに

といえよう。

そこで，つぎにわたくしは， ナイジエリアの反

長／（民地主義遅刻jが， その展開過程に.ts'、ては解決

Lえhカeった問題とはどのよう与ものであったの

か全叫九かにするとともに， そのi室長v1h：どのよう

な；乎Jj!Jを内在させてきたのかをた察することにし

f干し、，、‘ 0

Cl' l ) （；．（一）dume日wuOjul乞明，u,Bia｝トa,δ曹elどctι，4

Sj>eech色，s品n正lIえιnd，οm ・1‘hο也日hts(Ne羽， York, Har 
per & Row, 1%9）‘ 

(rl' 2) C. 0. Ojukwu, p. ix. 

en :i）仁（λ ＜Jjukwu, p. ix. 
( ,]:_ 4）じ.0.りjukwu,pp. ix～X 

mム 5J C. （上 Ojukwu,p. x. 
(i; 6) C. 0. Ojukwu, p, x. 

Cil 7) C. 0. Ojukwu, pp. x～xi. 

Cl'：民） こitU, 1968当8J）， γ ＿； 7’経済制f;cfリfを

μノ＇1!:;Jしf :J fンコ I) ;・ 1J』jl可ぬJi,（；＇／＇／斉 ilMJC持iJ.ケi立が夫

!VJ I t・ 比／￥（ごあら。

(iiて9) j、i涙夕、111r Ii 会科学的）j／.よ」（.私自〆『近i1: 
,1c'._'.;'J_I：と I,；出日人 ＿1，話山(1)j，ヲj、文＇t人ド｛i布140干〕， 2:1
J、 ーソ

• 0 

〔iUO）大l'，：久l.ii',30・ 、← J 0 

(1Ul) 大i＂，ドf ・')j『トi{: ¥'cs'，忠弘：』（cx,flI以） ('11変

i込， fl,'{f/139"1 ), 1、ジ。

II 

r ・1リカ諸国は， i佐界における他の多くの発展
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途上諸［3dのばあいと同保；こ，すへての面iで急速な

変容をとげつつある。そして， この変容は，それ

をより只体的tこ観察するなら，経民地時代におい

てすでに起こりつつあったものと，独立後の時点

Lおいて新たに生起してきたものに大別すること

ができる。

そして，前者に相当するもののひとつとしては，

たとえば反植民地主義運動の展開過程において導

入されてきた，いわゆる民主主義政治という新た

な体制への適応過程に見られあ変容であり，後者

の事例としては，植民地主義勢力のアフリカ諸国

からの後退（形式的なものであゥたとしても〕と， v

れに伴うアフリカナイゼーションという社会的変

容を挙打ることができる。

そこで，最初に噌ナイヅェ I）アにおける民七主

義の政治体制の導入に伴う社会変容についてみれ

ば、たとえば，すでに第2次大戦前にあL、っL、で

結成されたナイジエ巴リアの政党や各種の政治団体

も，その政綱は，程度の差こそめれほ行司貫して，

いわゆる民主主義イデオロギーの達成を提示して

L、る。

たとえば，ナイジエリア政治史上最初の政党

ほっとして1921年に誕生した「「イジ ι リア樹氏

民主党J(Nigerian National Democratic Party）は，

その党牟において， イギ3ス帝国連邦の一構成地

域として，ナイジニリア杭民地および保護領の人

民の安全と福祉の確保を掘ったのち，「人民の，人

民による，人民のための政府という自的を実現「

る」（注目と述べて，民主主義政体の実現を明確に

主張したっまた， 1944年に結成された「ナイジ L

リア国民会議」（NigeriaNational Council）は，「ナ

イゾェ l）ア・カ Jルーン国民会議J(National Coun-

cil of Nigeria and Cameroons）と改称された直後に

決定した綱領において，思想， ;:ci・論， 集会などの

8 

店街の佐保を提唱するとともに，信仰の自由を確

保し，人種的鑑別を廃止することを主張し，民主

主義的原則を伸長させることを前面にうちだした

さらにまた， 1949年tこ組織された f北部人民会

議」（NorthernPeoples’Congress）は，伝統的な姿

勢を維持しつつも，同時に，宗教，部族，階層に

は関係なく， ひとつの北部州，ひとつの人民を形

成することを提唱している〔I+4）し， 1952年に結成

された「北部人民進歩同盟J(Northern Elemenぜ

Pro !Tessive Union）のばあいにも「民主主義的思想、

をもっ北部ナイジエリアの政党であり，部族的お

よび宗教的偏見とは全く絶縁しているjGI 5〕とし

て，民主主義イデオロギーの実現に向かつて努力

することを表明している。

このように， ナイジエリアのぱあいにも， f也の

アブリカ諸国の反植民地主義運動が提唱してきた

のと同様に，民主主義イデオロギーの達成を中心

的なスローガンとして掲げてきたのである。

ところで， ナイジエリアにおける反植民地主義

運動を指導してきたヤわゆる［ナシ zナリストj

と呼ばれる人びとは， そのほとんどが，たとえば

「ナイジヱリア国民民主党jのおI］始すマコーレイ

(Herbert Macauley）にしても，「ナイジエリア・カ

メルーン国民会議jの指導者であったアジキウェ

(Nnam<li Azikiw叫，あるいは「行動党J(Action 

Group）の主導者アウォロウォ（ObafemiAwolowo) 

のばあいにも，いずれもがれらは，欧米において

教育を受けたアフリカ社会におけるエリート膳で

あった。かれらは，イギヲスやアメリカなどにお

いて個人の尊厳， 自由，平等などの民主主義イデ

オロギーを学び，近代技術がもたらす高い生活水

準の存在を学んできた。そして，かれらは，その

反植民地主義運動を展開するにあた η て，植民地
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，；ミ主問が植民地の民衆の；（;J:志にもと，7く統Iι｛ia:行
なっていない点を攻撃しう 民主主義イデオロギー

｛？）達成を主＇iliて十る。 ／〉二l::.1, 方、jl Jぺ二と f てi土，

欧米で学んど民主主義イヂオ ＼］ γ

σJj，王山を支.i,:, llflc・ -Ol ;I仁川であ

こそがか1)1',

三了、治、

hハf'.JJ'.,,Yt】唱そのi：似の11:'1'1 'i''i: !i:：か ,It 「》／／•J（取引

支持を得ていぞ〉事実を，！？寸ことにポめなけれ：:fな

t、；丈、仁 fJ.る それが，かれらを L・c政党をふu織さ

せ， 政党の組織力はかれらナショナリストに対す

不支持勢力拡大のために平日用さj'. ；：，ことtこたる。

しヵ、し， ひとりアフリカのばあいに限らず， 民

主役の多くは1・1，，.~生活i二：白 A ＇れ， 汀寸－ I) －ζ トカ1

Jjj汁一る個人、ll尊厳とんi、1:1由や などと

主主義イデオ ¥1ギーを，主体的かつ｜｜常的（生活実

感1'iJ ） に理 Wi'J· ることかきわめに｜十！難な：V~ill.::J; 

かれているのが将illiである。

二：~ ,fl上う，＼ Iし兄のたかにあって、 各政’花山指導

者たちは， 部応なしに民衆の日前生活を基本的に

規定している伝統的制度を利用することによって

かれんに対十；1支持層；I）拡大を ii ！仁わざろ企えな

u、。 この結果， 各政党の綱領は， ・:Jiにむし、て布I(

l I'.:地主義勢）Jと対決するために l(iA主義イヂオロ

ギーを強力に主張しなければならないが， ｜司｜侍に

民衆0）支持を拡大する必要から伝統的制度-t ル，
《h ' l一、

た堅持する三とをも示さなければならなし、の仔あ

る。 そのような反植民地主義運動における民主主

義イヂオロ汗ーと伝統的制度の容ぷというこ：つの

政治理念は， あるばあいには比較的矛盾なく共存

しうるものであるが， II寺としてー その共tiはご律

アフリカ川文植民地主義運背反となる。 つまり，

震)Jは，先にみたように，

~tHける理，色としてi土，

少なくとも植民地主義に

民主主義イデオ＼！ミ←の

達成を謡わねばならないが， 同時にまた， その運

要U1山支持勢力企拡大する必要上， 伝統的制度を孝子

IP！：.＇し， ぞれを支えてU、る伝統的な社会理怠に迎合

しなければならない状況に置かれてきたのであ

合〉。

そこで問題となるとどは， それら伝統的制度，

i, ¥ .しlt {I;統計：会合ι配するJq！念とし、われあれ，.r,
ル入 西欧的価値観の・）えに構築されてきた民主主

強イヂオ口ギーとのあいだにどの程度の訴離を持

っているか土いうことであろう。そして， そのす守主

離が激しく， 伝統的制度の枠組においては民主主

長イデ：1・rrγーを概念的にもせよ容易に抱摂しえ

なし、ようなばあいには， その伝統社会を基盤とし

マー成立←いろ ll女党山政i合理念（それは綱阪のrr，こ表王は

されてし、ら） ＇土，それ「 v二要素内矛盾的Jtc{ （ を色ii,'~

く反映して， きわめてあし、まいなものとなり， i立l

V, 1,r,j手？の J'!C離がほとんどy~Ji;j しないlEふ1ぜ、にl士、

一段と怠i生的な反楠民地主義の姿勢を表明するこ

止が司有Eとほる。をこで， ←トイジヱリアにおけど》

作政党Ci混同jの歴史な見れlJ, ／ことえば ［北部人

民会議」のばあいが前者の例となり，［ナイジェリ

’・カ／ Iしーン国民会議Jのlfふいが後者の典開

であったとみることができる。このような見方が，

Eのよう人古川出に.t Bて成 i)-:,: j）のかという ｝，＼（））

W/191 n, び）-t，にゆずる。

しかし，依然として問題は掛る。その問題とは，

;,. れぞれの攻党がその民衆的基盤を拡大す一るにあ

たって，伝統的制度を利用せざるをえないかぎり，

そして， 伝統的制｝支がそれぞれ一定の地域社会ご

とに相違するものであるかぎり， 政党は， そのよ

うに相異なる伝統的制度を有する複数の地域社会

によって構成される臥家とU、う枠組の中で， 国家

的規模での民衆的基盤を形成することができなし、

どいうliにある。

これまで， ナイジエリアの政党について指摘さ

れてきた i地域t'.LJという 1特長は， まさに上記ω

9 



1971030012.TIF
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北部人民会主＼ 1ム可；＂T~瓦寸〈て「プナ ベ－: 1,992,l乃l
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5～5一J~＇.一6七j一l二4」1:l~I 1 I" I ,99一L
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f出所） K. W. J. Post, The j入、：川．仰 FιkralEfrction of lリ59(London, Oxford 1 Jniv. Press, 1%3), p. 37:l 

134 

政党

自9

7:l 

312 

16 

匝h

の

fr 

そ

j七部チト！と東部州においてもそれ西部！十｜で獲得し、仁うな：tJ::f児／；＇；ナイゾ T リア仁J目、ても {t（下してき

ぞれ川：；%および22.1予（，の得票を達成してし、る。たことをぷiii：する、円である。

このように見てくると，「北部人民会議jと北部

明れかにある稀の密着れが千五チトトとび）あL、だi二lI:' 

ナイジ t リアにおけるU文

止と地核とνJ密着J)＇）.：態を，独立直前山Ici均年（.－

行なわれた連邦議会議員の選挙結果かハ明八かに

itみと広三 lがで＼ ;:, ' 

そして，われわれは，

ずでしているが，「ナイジエリア・カメルーン国民会

特定地域とのあい議jて、「行動党iに関しては，

どにはそれほど明確な夜着性が存布してu、ないよ

われわれが闘意しなけれ

i fな，・＇／山、こ，1.'t，確か（： JC}!)9年ω選挙結果にi
しかし，うに思われる。

と

北部JルI）あいfiこはある磁の密着牲を発見するこ

そこには地域の党派性は存在しな

「北部人民会議Jナイジプリアにおいて

とができるが，

~lif, 

じめとして「ナイジ rリア・カメルーン1£.1民会議｜

l 「行委Jr::1:Iなど ？｛，f；！；：の政党，ぅ、 （；,fr 9, 11 I, 1 Zのいも

る候補者をたてて：ll2議席・を争けたが（，Ifil, そ山

九Ii束－はl.fi、；ニ示されたとおりアふる。

この選挙結果によれば，「北部人民会議」の得票

結数 19り万票のうんの 99.5~ムが北部升［におし、て獲

この出品では I,It／；日人民会議Iをl'.tすなわら，

かったという点である。

北部：！刊に;f]L、ては総投票数327万票ーや／；わち，そ（＇）他の日引＋Iではいとんど支持ri・が存ti:1t｝され，

のおよそ 60%は「北部人民会議Jに投ぜられては

さんiご

「北部

ナイジエリア・カメ i

Jレーン国民会議と北 l
部人民進：歩間~il I 

’弘 l

他｜

いるものの，「行動党Jtこ対しでも17.2%,

「ナイジ工リア・カメルーン国民会議」と

これに対し，「北

と統一戦緯を縞成して選挙戦iこ

しなかったことが明らかである。

,tfl人民進伝同盟J

「ナイジヱリア・カメノレーン国民会議」の臨んだ

人民進歩同盟jの統一戦に対しては lid%の支持

票が校ぜられてレる。また，西部4・1-1では f行動党J

に対する支持票は投票総数の 49.6%を占めたにも

(iあいtこは，総得票数259万票の48%は東部州に

西部J十Ii~;t3し、ておいて建得Lたものでほあるが，

同H寺tこ「ナイゾエリア・カメルーン

「北部人民進歩同盟」の統一戦線は

かかわらず，

国民会議Jと

も29.2%の得票を記録しているし，北部州におい

ても20.:ci%に相当ずる支持票を得ている。さらに，

「行動党」は，得票総数199万票のうち 46.8%を

IO 
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」初こ，) ；「／.,・ ,_Iー卜）出土.：. , C (j1)i1f，・ m,i'JさJt、

l( ト イ？ナ！？下ーびJil1N.，主J11/ lえに h/il ()[I~ i iミ
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門会J可！2：土、 ｜｜干に，ti見＜ ;t,J/t L fょrr hi f/, ,・, !.i: ＇.、

円いろイ’!Titc:' ；＇，、1）＇えてきたのであと，. ・2 Lて， Jそ

,.1入、わfftぷltbのをか， .1・ ｛ジに；！？にi) ＇，、ては地

伝統的な社会理念どの妥協の産物左ならざるをえ

なレ。したがって，政党が特定地域社会における

利吉の単なる代弁者としての地位にとどまるか，

ふるい口、 iq家的正教にて／ン》てJ也域件：を脱しうる

か行かi上， 点、く ：leでιそれぞれのj也i或社会がJI'.:l, 
i＇誌イ／ ・r ,1 tーをその tH\J1~.台、のけ：仁胞杭 i .・, 

付 i「y,. t＇存 jむか， 丙かにかか 7 ていあ土いえ

仁ご），，

そこで、 次にlllH>filとなることは，ナイジ」！｝ア

に.nけあ！也域i'l；会の伝統(t',J)¥,IJ/¥tがどの上うな中in 
l;.-{1111え， それが民主主義イラごオロギーとの関連iこ

J山、ζ どの上うに変千干してきたのかという点であ

I.)' 

て山，，，＇！、にWIL亡；t, tl会人m学円）；見－~ミに七と J } 

いぐJ号本企す｝めらことに fヘゐh入 ここで：t,Ni 

・t"t:1YJに II fジ τ1）γ ・／； / 1［.ーンi可民会議I(') 

1r1Itとな pてきた東ffl¥・H・IuJイポ族社会E、！；｛仁川人

JC＇：，義！山 J,l；粧をlf;i,止し亡き／こ llfHl・H・l1!> , 、1',1・Iト;j';

:. it ' 1 ・ I/di.：：：＇守：こ＇) ＇・、て1食Hすーらの

円三人て、 J・ { γI IJγn111 時UHl・HI全rjI心にう〉

{Ii j (, ¥・ :'< ，！しといと〉イボ）み（11刈は， 十 fゾ. 1) 

fカ亀イ Vリス方、じ.)1(,'f.した1%0"F勺II寺にit, j：ιK 

(' '.)()() ! jの人11Hm！であ／〉たといわれノるわI8にそ

しに け生にイポ族と総称される人びどは， さじ

に 11. っしげ文化：集1~r1 にう〉けん ;lio，そのうれ r vti部イ

J&(t'J枠組力、九政け九J.1r, しにか hて！え家（（JJ，；盤 ボ i(¥¥' es tern I ho）は二ジ工ーノレJ11沿岸のオ二千＼＂

に立たない「北部人民会議J[/) J：うな政弘のιイiゐ （け日ilshn），アボ（人bob），巾ケ（lTku）などの地域，

となってあ「）われたと見ることができるしこれは． 「すウ力・イ；j;'J (Awka 11町と呼ばれるゲループ

政党の政治i早急（それは綱領の中に示されている）か は寸ウかやオゥグ（i¥w巨u）などを中心とする地域，

ふる地域じ）伝統的な社会理念；二上》 C きわめて •;,l:\ 3らに「オゴジ γ ・イボJ(Oge中 Iha）はアパカリ

く矧fljljされふ三とを窓味する。つまり τ ナイジ t 干（Ahakaliki）やアブイクポ（Afikpりなどの地域，

！！アの政党l士、 いずれも丙欧的似値観生時につけ ［才ゥ τ二 1） ・イボJ(( lwcrri Iho）はオウヱリやア

たヱリー；、！出二よって形hitされたものでふるにも パ（Alは），オノレ（（)rlu）を中心とする地域，そして

1＼＼かわら寸＼かれ九日）綱領；士、 f山

I I 
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ザ（人rりじhulrn：ヤベンプ（l3,,ndc）全［ド心とすふi也

J戎に（主む、と L、われてL、るわ 9I 0 これらのi桑田は，

それぞれ， 文化的には異，tr, tこ4寺i救を［ふえてし、る

い、 11）年以二行にけlノ：， i字敬心がりrt＼＜、 イ｜ト11,1)Jii;J守

: t I[. J」XH1 Jにハ川 ii,'，！人 itUt'.Jう、い｜’う；＇ 1i'~ （ドj
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-"_-,:!) tこめ；二’i<W.11 i：ーペんとパ、it iたれ；など山あ

I,' f：でたがL、i二競争ナることを的伝？ふl氏械が強

い‘（4）それそれ v＇）集［iBH、祉税制にもと／ノヘね’tと

，！） 員bti:: /1, TiJt：二、上， fご支配されよiじぷい，（5)

k削；dTをl[;JJKI土r, 1n存／パ政 i,'1lji. f.,'( ,I-/1 , ・;_・ :, , 

〆h i:_ l_, ,11.,.',i、＇・_ j Iぐi函'l'I｛；：’i，、，－＇＜、，.：J, 111、

し， j山）j分HKl'rJぷ色彩が強か♂ pたれこの 1 ミール

Lt, 寸法権と土地の処分権を有する専制的苦主で

ありーかれは， 九九が特別に任命したフラ二族と

ぺ 1'1)I－ヤ Jパ ,:I)1"1" i去にヒ J 》ご憐r＆竺れ｛，，，干品会に

I: , こr1Hfイーち ,jI _;'., !J,, ，；，［’ぷj';(I)f作［＼［f:t'.); ＼、ι，＿！） こ
》／こC, と（て， 「ミールピ＞ I、V川、々 、JL/;:fh{fl 

Lt：続減（i＞ア〉二朕／’f、ど／J;J也)J院長土 L亡待j也）J

~；仇治し， さ 1・）にその 1，・には村7存があ，》た。すな

わム， t ミ－JI,-tこkる支配は、 きわめて封建的か
っリバilJrrJなものであ》た、i12）。

この上うぷp;j{,11族社会における伝統的制度のIf,

it, 十il'(J(Jli¥11.'tf＼：：点、 f，今日にいたる社会・経済的変

千戸1,Mf'，＇にじいて、 . )Jでイボ1｝矢による東：＇fl¥HI／；、

ぞしご，： ; Lそれi_-'）主化mトIIにit, leツーえ；I 寸 九位UilU，ι、Lノ）作耐を｛）l'.がし，他）；でIt, 7 ラてや
「．イ；：乃｜ tl:j）（：＂プ、恰》〆！［／：〉 I 'I出、；：It.占i弟卦三［・JII ハ Iう I/／仁ε北i【；！

，；，日，.川l川日λIllλιtl>Oll) •.1 ヒ－－，；二、 ：こ（三乙＇）： tふ也、：： 土｛〉に、 /J、j[ t'1ぴ）｛也J住Ji＆に文、t・Jζ，1'11t1な停委IJ(t lUl 

; J it J1~i ）心＇， しUjii二／よる条｛午をJ1iii」f二人〔；＇！：；こし b 'h) ふことに／（.hたのである。つ上；j，東部川Ul

＼午IL織.~ ;:I ;:, ij:、［JIをJ＼，て.；－； ii, ・: ,j 1. 1・，山保！りが イ，i、iAI上、伝統f内な個人主義と平等主義的t.i-税Lf土

t三7) ・ ,, ・，二－；，,1，・ー／て＇］； i¥j'や／｝公共・f1.;[( fことえば道路 ,_,) h'1t111；二 kえ心f.Lて， Jでに1与10°rf-l::ごろかじ〉北

小出なとの主主／，：、~i1fl/1乞）ノ：ど山門会 J,f,IJ:l,Jg ；二 J；＞，、 ,'Ill て，14,\[Iふと ν））也方～移動してし、•）たのに士、tL,

で税If干し（， ・1 l!ii]I支をJ.'Jc ＇ごいこ、、 III' .[l,'t¥¥ll)nfi一，＇；

二〔｝、 Iヒi に J 枇にイヰミ版とlト、fi工ji ＜＇.，人u、と i上， 日・JJH主的支配のもとにあ ＇I・,c、 i' I f-8な個人の芯；

{Ila人－b＼的.；－； ；：.ひ＂Iこう；一主主主1t''.i/( (tf[1,・,1が・J立＼く、 それ よ；；.二七三 J ；くh:liJJをどど〉ことがほとんど不可能に

士 IJli捉としてたがL 、に奇心、什うえi.l•l\l f,. J't .，てきた JI_!_ ＼、状態にあ•）た。

／人f二:JI,i邑Lfこ'f.'1「i放かある。 この土うなiki;i:を！五日央して，たとえば， 首:/if＼ラ

一方、 十イノ仁！！ア v＇）北部i也力には． かつて y、 コス～ゾ）イボ肢の人11流ノリ：t,lYll ifにはわずか

内サ（Hausa);! j上び之パ（＇.＼／ up.e）とド山工れる三ノコ 26/1人に「さなかったものが， lY2I年には1609人，

の王同が存在してし、たが， これらの王匝iは，ブラ JY:n年iこは5147人，そして， 1950年には 2JJ5S77 

二一方支（FulaniJに上って， 19［仕紀初め土でのあい／三 人を数えるまでに急、増し， 1911Sf-から1950年にい

に征服され， この地方にはい;j）ゆる日教帝国が什ゴ たるおよそ lO年間に 100倍にまで増加した（i:]13＿；。

りあげられたじそして，その同教帝iJJにおける統 この上うにして， 1911年当時では，ラゴス市に居

治方式は，サコト（出koto）に居住 jるサ Fしタンを fljるヨルパ族（Yorn＼国）以外の｛i：民のうちのわず

q, 心左して司任地｝Jにはヱミール（Emir ~｝~，t) が かろ｛ら程度合l1めるにすぎ、なかったイボが；／1¥J並行

手;!jlj的に支配すと】封建的ILi家（：c ( V fト）をJf-;J1父 び）lじ千＇i：にその後t土2、速にJ-（うえ亡、 1%(!11には，17';:,
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に遣したのである〔11・14) 0 ・方，この間におけるイ

ボ族の北部諸地方への移動も激増し，1953年当時，

北部地方の事務系職種のうちおよそ82%はイボ族

を中心とするナイジエリア南部の出身者によって

占められることになったのである（は15）。

このようなイボ族の他地域に対する社会的進出

を促がしたのは，元来，東部州のイボ族居住地域

では入日常度が高く，加えて土地の肥沃度も比較

的低い地域であり，そのためもあって，イボ族は，

機会あるたびに，新開地や新たな職業を求めて他

地方へ流出してゆかなければな九ない状況に置か

れてきたことにもよる。

そして，他部族，特に，ナイジ .L I＿）ア両部に府

住し， この国では最も早くからヨー口ヴパ流の教

育に接する機会の多かったヨルパ族と接触するこ

とによって，イボ族は， それらのいわばヨーロツ

パ化されたヨルパ族とのあいだで対等に競争する

には自分たちもまたヨーロッパ流の教育を身につ

けなければならないことを悟り，平くも19]0年代

に東部州のイボ族の村落や氏族などは「進歩同盟｜

(progre田 unio日）とか「改良同盟J(improvement 

union）と呼ぶ組織を作りあげ，子弟教育に必要な

資金を調達したのである（円16〕。

このようにして， ヨーロッパ流の教育の普及に

ある程度成功した東部州のイボ族は，すでに 1930

年代の半r-t頃にはヨルパ族とほとんど対等に競争

できるまでになっていたが，かれらはそれだけで

は満足せず， ヨルパ族を含むすべてのナイジヱリ

ア人のあいどで社会的にも経済的にも優位を，＇ iめ

るために努力全長ねたりそこで， fボ！奈は「部族

協会J(tril目！日開ociation）とか「地域協会J(regional 

assoc凶 ion）などという名称、をもった同郷・同族団

体を結成し， メンパーはおたがいにその社会的地

位を向上するために助け合い，子弟教育の振興に

協力したのである。 この点について， E・0・ァ

ワ（Eme0. Awa）によれば，イボ族の同郷・同族

団体は，すでに1930年代から組織されており，メ

ンパーたちの子弟教育の促進を目的として小・中

学校を建設したり，大学留学のために奨学金を調

達するなどの点でも積極的に活動していたといわ

jもる (ILI7)。

これまでの叙述から明らかなように， 1930年代

をひとつの転換点として，東部州のイボ族は他地

域へ積極的かっ本格的に進出していったのである

が，それを可能とし促進したものは，かれらの社

会を伝統的に支配してきた個人主義的かっ平等主

義的な社会理念、であった。それでは，そのような

イボ族の伝統的な社会理念は，只r体的にどのよう

なかたちで「ナイジエリア・カメルーン国民会議j

のイデオロギーに反映されてきたのであろうか。

この点につL、て，われわれは，同党が1945年の

綱領会議において最終決定したつぎのような基本

目標のなかから，民主主義イデオロギーが鮮明に

うちだされていることを知ることができる。

すなわち，その綱領において，（1）民主主義的原

則の伸長およびイギリス支配下におけるナイジエ

リアとカメルーン人民の利益を増進し，（2）自治の

達成を前提として， ナイジエリア人民に適当な手

段による政治教育を与えること，を主張したのち，

(3）イギリス連邦のー加盟国として，イギリス支配

下のナイジエリアおよびカメルーンにおいて政治

的自由（politicalfreedom），経済的保障（economicC 

叩 l'

上の寛Y字（religions1olerat.ion）を荷：｛呆す崎るための

権利を与えること，（4）思、想，言論，出版，集会お

よび通商の自由を確保すること，さらに，（5）ナイ

ジエリアにおける人種，皮膚の色，部族および信

仰にもとづくあらゆる形態の差別と分離の廃止を

13 
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｛続（与！；十ること、 1仁とを強調しといる＇. I ！＜＇む

した刀ゐって、 土i;/LlJJ.L：土， 湘恨の；,c三本ii僚とし

ごIJ/iボされてνる政治的凡出，説涜的保j¥J章、 H；会的

上J；；ミ教的寛容といら [ILJノ）(! J jt ,/) /.( f.；ミ仁，

先にみたイポ}Jii；しり伝統i'f1H会をよ〔え；さたMl人L

iミ（！＇） J）上山、｜’ぺ，rヒ義的1dl；会flt'.色、／；＇， ,;i,',jf 
主L.；ぃ，与こと全知I';'.,ti）ーと，tηノ：，，，

二jL iこけしぐ， 」） 仁とl¥'.:J二i二.｛Co{ ! イ－ ¥I ＼！一、 L

;J十I!Zt'.i t /.c, , J.h'l'.110ノト J いva,111切なれ：コ：＼il]I生方λii山’f

されごさ／乙ll川；トトIi二ふ 一←〆

' L守 そ二合 i＼牧と L ·~ l[c_’ 

.'JK＇てき J二1.1じかじ人l（会議J（／〕；主わL寸二it, }j 

: こ-i) L、て iモじとA{ r十日下一－ fr: J){i'n tゐことに

こり .1-z梢Iil也＋高1富民））（／）光！快的役・g1Jをlりj;Jζ1U1 l土

/r. 1') --t、他らで司 北部I也々を支配LC .＿＇： たHt主的

/p -) ')f：制［ドJ{i;'.f・iUHIJ I主士 1,：；千：出しなければ人、んぬと

＇.＇リチ！百山中に [rtかれごきた c}；でふ心。

4→／（ :l ) t I司 「北i'日；人f（会ぷ l ; t、I！品ii¥.寸i11.'r J手

れし／二桝；:i:,:1こjjl、こ、とげJ;,f; (li:/J I !t1' t.：、 II)統

L ii '( I人1ni也M1'iJ「ljf,, (21 .1金！－Vく（t0ι

1!-J iこJ;; T心I也｝juif；川
山、fi氏、 141 ~~：教 ，干C1点、 ~s.t C＞階！どとは無休日系iこ

-・) C' J 」じ礼 . ' ) （｝） 人民主：主主，；＇）＇・g.心，
• lι ， 1,,u令，
; iζt-lH、

二どを表IIけした＇ I 19 •0 

しかもう この l－ ~l,';1；人民会ぷ：i ;t, l¥14¥)1,l，ゴ JJ

v）村党大会に J ) ';  ＜沼 ijiij党大会にJ丸、て i A ，方λ

党l土‘ われ；！ ,J.1_,.I)伝統的支配ti・の権威をちうこと

公立図ずるι山では欠＼ ', I~ど zJ に， ..一七プ，.，」ι－－、、 に一‘ もJ/ _ ') -

川にうなほ／1,えを，j主化r-.:Jことカ‘ A, ).1 A, .J 1.e 1ヒ！Ji；＿＿ ゐ

If, L（／でん心 j,),1,/uLI t守 いわ＇G((Jk}J~ (j /;・ ':° Uij'’k 

泌を ii、II；ニ 洋uこ・，； l；こんに yぐj；之IIJJIふ二とを明／，ノ

でいる。われわjl i土、 かれらが‘般民衆全啓Lと( 

ることを援助する dコもりである。jい20）と：吉，バし

ー戸、 、ナ、、切久）。

このように， に｜七；1リ、民会議j: .t ' J-でにそ，n

14 

発足、vl時におνて、 伝統的支配青山体肢を桔純l下j

に支披・，；在、化することを法本LI襟としていたので

あり， それがM紋民地主主主運動の展開過程にむし、

てみ‘れらの i,l;.~ド的うl'i百とな.＇てあらわれたとみと〉

ことんaでき上う。ナイジ亡！｝アの政党のhかでι
I -ILfHI 人 I＼＇.：会~~主 i ；ニ L ‘ j 汁 fttlJ，型11'1りにあらわれた乎

j百u, それらの政党が反椛民地主義運動の｝IH、F

とLてlr;r＆さjL fこにもか方、;j）らず， ！日1出iで伝統的

出I］／主山維持と伝統的権威川市なる代弁済ーとfヒす危

f＼会仁.主 （； さjLてし、ることをものが／、二 ，仁L、と：， u 

そして， た土えctイ fシ工！）γ1ヒi'i!i+I、｜び）はあし、

i二IJ；くはんjt心！；う i二、 1:/lh'.:l也II寺fUとimじ2、激iこ

！長IJIJ占れてさた社会・経済的変告に対し C, その

伝統1'r(J;J}IJ／主それれ体が適応性を欠v、ているような

t工ふ＇， 'f二， 政党はしばしば伝統的権！戒の代弁古と

｛ヒL、 社会・経済的変%に対する敵対者ーとしての

みょこんあ，， ,j）れるのである。

;c j Li主， /) .J vJ ・h:j41Jのな／J.f，二j山、ても！”らIJ，に

m；「iijj'ることかできる。
)h  jバ〉，［北部人民会議jのおlj始者のひとりで

！告〉 ／こノ、レリ ii¥fallam Al川i地karTawfawa Balea) 

i土， 19例年九 JJ4 1！の ｛f..f}; ，；干 会にJ:iL、て i寸

( ず r. 1）γ人の多くは， ナイジムリアは‘つであ

るとレう思想、によ’ Fてごまかされている。 こitは

，；（｛りである。 残念ながらラ統一は人工的なもので

あ IJ' この議事堂の外にi土台在しない。市部出身

ず；マl.jl,¥i＼・、のjえ入はWI力日してL‘る。

l'i'Jf';:¥I二fl：んだことのある人びとは、

多少なりとも

-ltr郊の住民と

ill(, L Ir L、リ A , J.1 A , J.t ~ヒ；＇fl\vifUむよ、かjtJ，を日

略J；と；／井／r.L ・c L、；＇.， j L, 21 l とえI~ベて 11ri ((i¥ iイシ

; 1＇（／）住民に対 Lて蕗骨に敵対！日Eさとおすiしてい

る。

さらに， 1950年 2月四日付けのハウサ語新聞

Gaskiya Ta Fi Kwaho (P号、実は金銭上り価値が



1971030017.TIF

！；，る］と 1,・ ~I .0: I}} （！），、11/・¥l・ぷjiJ, r・:,rj；＇［！；のいi己／こ九

は、 ｜仁川でヨー：1 ソパ人（！）代J1!！を γるでふろうじ

かれらをドllLI・.ーするのはやIであん勺 Jト〉 そこに

i t‘｛「をかiニミ！ー 11 ソパ人た人h八、る，う・，北rm：こ＿；；，，＇

て今~力士 J'.'f , -~ I，、る山は I柏市IL¥-U fiなのである

I I CC.と、 j仁川に対十る南市行JJ¥'.njif/l¥k.・, L、ご焼

、v、？？戒心を i］ζしてL、丸

三三十二共itllしているれのiよー 、：iH,r (1）トイシ r. I} 

r・ iこむし、て J住民しつ’Jふった社会・特許的変’｛＂子に

刈Lて‘ き；i))Jて：柔l枚以適正：）］を（fjえ， jt,;fllili--Jj 

にヒでj生／ I ＼して来た「｝＂：］ Jill/1',i,J' 打ヘ J1,H1~ 庇t::-t ！。会「む

と恐怖心とであけ、 きわめて偏狭な地域主＿；，.~でん

,. 
1--c, 

ど二九で‘ fブ J!1 i心,%:i I Tゐ政党の機能〈変化に

• JI，て、：1i{ 1'1 巳々とll/J.f立1受は「ii交党内機能と役；1;1J

にザ JL、て‘ l / !) ／；；ニーいける i王と／レJどJJζC  (i)j[女

叱（士、 しとしとミ J)J/i_.-_-;t:一事情か fけ、ってトシ I J-

IIスム cl）十I！，、「として発達し， ／／なJj C'_: ;j L点、九fl見

開IL C ¥ ・ r'.C. ＇.、とレ勺ことであるの（中断）しふミしん

から l1: ir ,, , jJ 1}Z；ニJ: , c・ 1，く τ＇！l奇山がNな i)' J!必

L1こJj11 ＜，ト＇） .t t山総能と役；はが i]iき’ ｝' 5きl!ll

/r_f去の？fri占勾に店 ｛；－－ しうみかとうかはf/¥)Jill亡、点〉

ど） 0 「）!11,_.'f.(i Jための組織1カリιfll{Jのための組織』

として桁たに！党能しうるために，必然的な転換と

ljl,tl之が！日立＇； iLてくゐ。」（.-, 2:11とし亡、ア "7 1) -_/j (!') 

：－斗ョト！）よトが［.118している :1t日性に d 山、ておL

〈十日摘されどL、る。

L かしなう＝「 l 町 / / IJ /Jにおけふ政党＜＿！）伐ritと

i':Y,l,1J;.t可 1・1,, -l'HJ:，う，mJ%:,;1LごL、ふじ「liこ、 ltll、k

J1jtJ＆といーい1'11f1iJ> I ｜仰をj主！えした々 、 tイi/J‘1：仁

て転＋~する lりではな〈、 そAtを支えゐ｛工士統I'ドjな十i

会理念や伝統制度カ川、かなる方向性をも.，て変容

1るかに上】てこそ， その転換がi自られるのであ

る （ 2-ji＂それゆえにこそ，すでにみたように， 1.1

:¥I＼人民会議jの J,l;稚であ F》たノ、 17-If-• 7ラ二伝統

計：会は，「トイジエ リア・力メ yレーン jlg民会i議Iui 

)J；盤であ♂｝た東部外！の fボ族社会と比較して，

191011'-f＼から本絡的に進展しはじめたナ fジュリ

fの急激な世会・経済変存に対する適応力が弱か

) ！こ／こめ， ヵ、れらはjヒ：＇ill+ll/J・らtill民地勢力がf創立

Jることを希望しないという姿勢をう九だ主占る

をえ仕かタたのである。

このようにして， 「北部人民会議iは， 形式的

にはともかく、実民的には民主主義 fデナ υ二Iー

の達成を定践する能力を尖 rにどいたため， その｝必

京は今日にいたるまで国民政党として， 国家的規

慌で民衆の利益を代弁し擁護するものとはなりえ
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して形成されてきた民主主義イデオドギーとのあ

し、だに， あまりにも大きな講離が介在していたた

へ｜北：＇[ll人民会議jに代表される北郊外！での反植
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The ・tribes, the ,Vati州、 ortlu’Race The l'oli-

tics of lndepcndcnα （New York, M. I. T. Press, 

1965）唱 p.71. 
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ベてきた。

仙の展「，FJ過程にi＿；＂、c，ナイ Jエリア山政党が， 主主義イデオロギーの達成を堅持する国民的基盤

程度の差こそあれ，いわば宿命的に負ってきたこ に立つ政党として成長させなかっただけにとどま

律背反性を顕在化してきた社会的背i止につU、ぐ述 らず，いたずらに南部住民に対する北部住民の恐
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i斗，

住宅の庭にし、る{Uその生｝百を！：空か Jちのぞいて，

われわれの伝統をぶち婦女子にまで戸をかけて．
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その綱領において「わが党は，lril党は，

1・rSf;il住民の北部

j~~わしたっ」〔！）と i寅説している。
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オジュケウの指摘するとこ7，に主れ：王、 191.5年か

ら1%6年までのあいだに北部外！の住民による現存
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の大都市カノ (Kano）の空港では，
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その後，ナイジヱリア北部では， まさに燦原の

火のように，北部住民による東部出身者に対する

襲撃事件が広がっていったのである。
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軍政長官であったオジュクゥは， たとえ東部出身

者であろうとも， かれらはあくまでもナイジ t リ
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うとする北部川！と，民主主義イデオロギーの達成

を諜傍している東部州とが共存することの矛盾に

対して， ひとつの明解な解決策を示したものであ

ったともいえよう。

以上，わたくしは， ナイジエリアの国民が戦争

に訴えても守らなければならなかったものが何で

あったのかを考察してきた。しかし，小稿は，た

とえば独立後のナイジエリアにおいて起こった政

党の再編成や， あるいはヨノレパ族の伝統的社会に

ついて論及していないし， さらにまた，イボ族や

ハウサ・フラニ族などの伝統的社会理念について

も，必ずしも十全の分析を行なったとはいえない。

それらの諸点、をより一層精轍に考察すること

は，筆者に残された今後の重要な研究課題である。

（注1) F. A. 0. Schwarz, Jr., p. 103. 

（注2) C. 0. Ojukwu, Part II, p. 7. 

（注3) Nnamdi Azikiwe, pp. 330～331. 

(il: 4) B. J. Dudley, Parties and Politics in 

Norther百 Nigeria,(London, Frank Cass & Co., 

1968), p. 279. 

（泊：5 ) C. 0. Ojukwu, Part II, p. 23. 

(i主6) C. 0. Ojukwu, Part I, p. 45. 

（調査研究部〉

モンゴノレの政治と経済 坂本是忠著

躍動するそンゴノレを，その自然と住民・歴史・政治・経

済全般にわたって多角的に概観する。巻末資料…人民共

和国年実，憲法，党綱領他 200頁／￥ 650 

ラッフノレズーーその栄光と苦悩

M・コリス著／根岸富二郎訳

シンガポール建設者として，同時に，東洋学者，動植物

収集家としてアジアに不朽の名を残したスタンフォード

・ヲッフルズの栄光と苦悩の生涯 270頁／￥ 380 
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